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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）前側部と後側部を持つ少なくとも部分的に透明の光源と；
（ｂ）前記後側部に配列される、少なくとも部分的に透明の太陽電池と；
（ｃ）部分的に透明であり、前記光源及び前記太陽電池の間に設けられ、少なくとも１つ
の非透明領域と少なくとも１つの透明領域を有する鏡面層と；
　を含む、照明装置であり、
　前記光源は、OLEDのユニットであり、
　　-第１の透明電極層により形成されるアノードと；
　　-第２の透明電極層により形成されるカソードと；
　　-前記アノードと前記カソードの間に設けられる有機層であり、少なくとも１つのエ
レクトロルミネッセンス領域及び少なくとも１つの非エレクトロルミネッセンス領域を伴
う構造を有する有機層と、を含み、
　前記鏡面層は、前記有機層のエレクトロルミネッセンス領域に対して配列された少なく
とも１つの非透明領域及び前記有機層の非エレクトロルミネッセンス領域に対して配列さ
れた少なくとも１つの透明領域を含む、
　ことを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明装置であり、前記光源及び前記太陽電池と接続されるエネルギー
貯蔵装置を含む、照明装置。
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【請求項３】
　請求項１に記載の照明装置であり、前記光源が前記前側部を通じてのみ発光するように
設計される、照明装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の照明装置であり、前記鏡面層が両側で反射性である、照明装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の照明装置であり、前記鏡面層の非透明領域が金属を含む、照明装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の照明装置であり、前記非透明領域が、前記鏡面層の領域の１０％から
９０％に及び、及び／又は、前記非透明領域が、規則的又は不規則なパターンで配置され
たドット又はストライプ形状である、照明装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の照明装置であり、前記鏡面層の前記透明領域及び／又は前記非透明領
域に完全に内設され得る最大円が、１μｍと１００μｍの間の直径を持つ、照明装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の照明装置であり、前記アノード及び／又はカソードが、異なる電荷キ
ャリア注入特性の領域になるように構成される、照明装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の照明装置であり、前記太陽電池が、１つの電極層間に設けられる有機
太陽電池材料を含む、照明装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の照明装置であり、フレキシブルであるか、及び／又は、フレキシブル
基板を含む、照明装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の照明装置を含む、テーブル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電源として太陽電池を含む照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　WO2008/017986A2から、有機太陽電池を一方の側に持ち、他方に有機発光ダイオード（O
LED)を持つ集積配置を含む照明装置が知られている。
　DE102005057699A1には、前記プレートはその最上部に非透明材料の点を含む透明支持プ
レートを含む照明装置が開示されている。それぞれの点の上部に、OLEDのスタックが設け
られている。前記支持プレートの底部には、薄膜太陽電池が前記非透明点と共に配列され
ている。
　US2009/108757A1には、OLEDと有機太陽電池との単一スタックが開示されている。
　DE202006005427U1には２つのスタックが記載され、それぞれがOLED及び太陽電池を含み
、それらは非透明支持体の反対側に設けられている。
　EP1610287A1には、電池と接続された、OLEDと透明太陽電池を含む表示装置が記載され
ている。
　US2006/207192A1には、上部に光電池装置と底部にOLEDを含むカーポートシェルターが
開示されている。
　US2007/069634A1には、OLEDのと電池を含む集積装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第2008/017986A2号
【特許文献２】独国特許出願公開第102005057699A1号
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【特許文献３】米国特許出願公開第2009/108757A1号
【特許文献４】独濃く特許出願公開第202006005427U1号
【特許文献５】欧州特許出願公開第1610287A1号
【特許文献６】米国特許出願公開第2006/207192A1号
【特許文献７】米国特許出願公開第2007/069634A1号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来技術に鑑み、本発明の課題は、特に室外のオフグリッド照明に適する、例えば
街路照明応用に適する照明装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この課題は請求項１に記載の照明装置により達成される。
【０００６】
　本発明による照明装置は次の部品を含む：
（ａ）前側部と後側部を持つ少なくとも一部が透明な光源。用語「透明」は、与えられた
関連する電磁波スペクトルに関して理解されるべきであり、この部分は通常前記光源から
の発光波長及び環境光の波長を含む。さらにある物質は、上で説明したスペクトル範囲に
おいて、少なくとも１０％、好ましくは少なくとも５０％、最も好ましくは９０％の全体
としての透明性を有する物質は、「（部分的に）透明である」とする。
（ｂ）前記光源の前記後側部に設けられる少なくとも部分的に透明な太陽電池。用語「太
陽電池」は、電磁波放射を電気エネルギーへ変換することができる、特に紫外光（UV)か
らの範囲の放射を赤外線（IR)へ変換することができる全ての装置を意味する。好ましく
は前記太陽電池は、前記光源の前記後側部に直接又は中間層を介して実質的に結合されて
いる。
【０００７】
　２つの（少なくとも部分的に）透明な部品、即ち光源及び太陽電池を組み合わせること
で、前記照明装置は全体として少なくとも部分的に透明なものとなる。これにより、十分
な太陽電力を収集し及び/又は照明するために前記光源及び/又は太陽電池によりカバーさ
れる領域が比較的大きくなっても、見苦しくない外観を呈することとなる。さらに、光源
及び太陽電池を背中合わせに集積して設計することでコンパクトな外観を提供することが
できる。從ってまた、例えば街路照明応用に要求されるような大型の構造が実現され得る
こととなる。
【０００８】
　一般に、照明装置の光源は全ての適切な電気的供給源、例えば公共送電線系により供給
され得る。同様に光（通常太陽光）に暴露される間に太陽電池により生成される電気エネ
ルギーも全ての消費者の手元に供給され得る。好ましくは、しかしながら照明装置は、太
陽電池及び光源と共に接続されているエネルギー貯蔵装置、例えば再充電可能電池を含む
ものである。從って日中に太陽電池から生成される電気エネルギーは、夜間に光源を駆動
するためにそこから取り出されるエネルギー貯蔵装置に貯蔵され得る。理解されるべきは
、前記エネルギー貯蔵装置は通常はかかる機能を制御するための制御装置を含むものであ
る。即ち利用できる、又は要求される電気エネルギーに依存して前記貯蔵装置に充電し又
は放電することを制御する回路である（及びさらに、環境照明などのパラメータを制御可
能である）。かかる回路は当業者に知られたものである。エネルギー貯蔵装置は都合のよ
いいかなる場所にも設置でき、特に光源及び太陽電池から離れた位置に設置できる（電線
で接続される）。
【０００９】
　多くの応用で、人口照明は照明装置の一方の側で要求されるものであるが、外部光エネ
ルギーは反対の側から太陽電池へ到達する。街路照明では、前記光源は照明装置の前側部
を通してのみ発光するように設計されることが好ましい。從って、発光させる必要がなく
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、むしろ望ましくない前記光源の後側部方向を通じる発光はない。
【００１０】
　本発明によると、前記照明装置は鏡面層を含み、この層は部分的に透明であり、光源及
び太陽電池の間のどこかに設けられる（これらの部品の１つへ集積されている位置を含む
）。その名の通り、前記鏡面層は少なくとも１つの側で（部分的に）反射性である。太陽
電池に向く側が反射性である場合には、太陽電池を通過する光は反射されて太陽電池へ戻
され、從ってエネルギー変換効率が増加する。電源に向く側が反射性である場合、前記後
側部から通じて光源を出る光は反射されて光源へ戻され、最終的に前記前側部を通じて発
光される。これにより、より多くの（又は全ての）発光が前記前側部に方向付けられ得る
。留意すべきは、前記鏡面層は概念的にはまた、前記光源又は太陽電池のそれぞれに集積
された部品として考えられ得る。
【００１１】
　最も好ましくは、前記鏡面層は両側で反射性である。即ち光源に向く側と同様に太陽電
池に向く側の両側である。これによりエネルギー変換及び発光の両方について記載される
利点を達成することが可能となる。
【００１２】
　前記鏡面層は少なくとも１つの非透明領域と少なくとも１つの透明領域を持つ構造を含
む。前記透明領域はこの場合に、鏡面層が全体として、（部分的に）透明であることを保
証する。非透明領域においては、鏡面層の反射性はこの領域をその最上部及び/又は底部
側で反射性とすることで実現され得る。
【００１３】
　光源は好ましくは有機発光ダイオード（OLED)ユニットを含み、次の部品を含む：
-第１の透明電極層。この層は以下「アノード」と記載し、通常は、光源を駆動する際に
対抗する電極（「カソード」）よりも低い電圧で駆動される。一般に、この呼び名は、し
かしながら前記第１の電極層に関していかなる限定をもするものではない。
-第２の透明電極層。この層は以下「カソード」と記載する。この層については、アノー
ドについての類似の注記が適用される。
-前記アノードとカソード間に設けられる有機層。
【００１４】
　エレクトロルミネッセンスにより光を生成することができる好ましい有機材料は通常の
ＯＬＥＤから知られている。さらに留意すべきは、用語「層」とは多層構造を含み、特に
有機層の場合にそうである、ということである。
【００１５】
　有機層、アノード及びカソードは、通常は前記有機層内に機能性構造を形成し、少なく
とも１つのエレクトロルミネッセンス領域と、少なくとも１つの非エレクトロルミネッセ
ンス領域を含み、後者は以下「不活性領域」と記載される。さらに、前記光源の後側部で
の鏡面層は、少なくとも１つの非透明領域を含み、これは前記有機層のエレクトロルミネ
ッセンス領域に配列され、かつ少なくとも１つの透明領域を含み、これは前記有機層の不
活性領域に配列される。留意すべきは、ある領域は、その透明性が関連するスペクトル範
囲で５％未満、好ましくは約０％である場合に「非透明性」であるとされる、ということ
である。前記鏡面層は例えば前記アノード又はカソードのいずれかの側に直接又は間接的
に設けられるか、又は前記アノード又はカソード内に埋め込まれるか集積されることがで
きる。
【００１６】
　前記OLED光源及び鏡面層の説明された「構造化された設計」は次の利点を持つ。即ち、
それは同時に透明であり得ること（透明領域が不活性領域に配列された点で）、及び発光
の主な又は単一の方向を持つことができること（非透明領域がその関連するエレクトロル
ミネッセンス領域の発光を阻止する点で）、である。前記有機層及び鏡面の構造の特定の
寸法及び相互配置に依存して、これらの性質は広い範囲で調節され得る。從って全光源の
透明性は例えば、前記強面層での透明領域の相対的サイズを通じて変更され得る。さらに
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、前記アノード及びカソードを通じての活性発光の比率は、１：１（両方の電極からの発
光は等しい場合）と０：１（一方の側からの発光のみ）の間に調節可能である。
【００１７】
　以下、ＯＬＥＤ光源及び/又は鏡面層の「構造化設計」の種々の好ましい実施態様が詳
細に説明される。
【００１８】
　「構造化設計」の第１の好ましい実施態様によれば、有機層及び強面層の構造は、大局
的に及び/又は局所的に完全に配列されている。
【００１９】
　「大局的配列」とは、前記光源が与えられた「配列軸」（通常はアノード、カソード及
び有機層に垂直な軸）を持ち、この配列軸の方向にそれぞれのエレクトロルミネッセンス
領域が非透明領域とともに線上に配列され、かつそれぞれの不活性領域が透明領域ととも
に線上に配列される、ことを意味する。一方でエレクトロルミネッセンス/不活性領域及
び他方で透明/非透明領域のパターンが、從って、前記領域の形状が局所的にお互いから
ずれていても、同じラスターに従うこととなる。
【００２０】
　「局所的に完全な配列」とは、この配列軸の方向で、少なくとも１つのエレクトロルミ
ネッセンス領域のそれぞれの点が、非透明領域の点と共に線上に配列され、及び/又は不
活性領域のそれぞれの点が透明領域の点と共に線上に配列される、ということを意味する
。
【００２１】
　構造の大局的及び局所的完全な配列を持つ「構造化設計」は、例えば一方の光源の発光
を完全に防止するために使用され得る。
【００２２】
　他の実施態様では、有機層及び鏡面層の構造は部分的にのみ配列されているものである
。少なくとも１つのエレクトロルミネッセンス領域が、例えば前記光源の前記配列の軸に
関して非透明領域とともに線上に配列されず、從って第２の方向へのある程度の発光を達
成する。
【００２３】
　構造化鏡面層の好ましい実施態様では、鏡面層の非透明領域は有機層に向く面の側で反
射性である。有機層の対応するエレクトロルミネッセンス領域で生成された光はその後反
射されて前記層へ戻され、その結果失われることなく望ましい方向へ発光されることとな
る。
【００２４】
　鏡面層の非透明領域は好ましくは金属、例えば銀（Ａｇ）、アルミニウム（Ａｌ）、銅
（Ｃｕ）及び金（Ａｕ）を含む群から選択される金属を含む（ただしこれらの金属に限定
されるものではない）。
【００２５】
　鏡面の非透明領域は通常は、約１０％から９０％の鏡面層領域をカバーし得る。このカ
バー率が小さいほど、光源の透明性は大きくなる。
【００２６】
　非透明領域は、いかなる形状でもよく前記鏡面層の領域に分布され得る。好ましくは、
それらは（楕円形、円形、四角形及び他の幾何形状）などに形状化またはストリップ化さ
れ、規則的又は不規則的（ランダム）パターンで分布され得る。
【００２７】
　鏡面層の透明及び/又は非透明領域は通常（平均）直径が１μｍ（通常のリソグラフの
下限）及び１００μｍの範囲である。本明細書では、用語「直径」とは、前記領域の非円
形形状について近似的に定められるべきであり、例えば前記形状に完全に内接され得る最
大円の直径である。前記透明/非透明領域の直径は好ましくは、前記鏡面層が容易に製造
されるように、かつ望ましくない光学的効果（例えば気づく程度のパターンや回折）が回
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避できるように選択される。より大きな直径又は幾何的形状もまた同様に、又はより小さ
な直径の領域との組み合わせで、視覚的に好ましい可視模様を達成するために使用され得
る。
【００２８】
　有機層のエレクトロルミネッセンス及び不活性領域の機能構造は異なる方法でも達成さ
れ得る。從って例えば、有機層自体の材料が物理的に構造化されてこれらの領域内で異な
るエレクトロルミネッセンス性を示すことが可能となる。他の可能性は、アノード及び/
又はカソードが異なる電荷キャリア注入性の領域内に構造化され、通常の注入性を持つ領
域がその後前記有機層（材料的に均一な）内のエレクトロルミネッセンス領域を生成する
ことができ、低減された又は注入性のない領域が前記有機層内に不活性領域を生成するこ
とができる。
【００２９】
　一般に照明装置では、太陽電池は特に有機太陽電池材料を含み、これが２つの電極層間
に設けられる。適する有機太陽電池/材料は例えばWO2008/017986A2又はUS-2005/0023975A
1に開示される。有機太陽電池はＯＬＥＤと類似するものであるが、有機太陽電池は光エ
ネルギーを電気エネルギーへ変換するが、逆はできないという点で異なる。
【００３０】
　照明装置は場合によりフレキシブルであり得る。從って特定のデザイン形状に適合させ
ることができる（例えばキャリアやフレームの形状）。
【００３１】
　さらに、照明装置は通常追加の構造及び/又は層を含み、例えば機械的安定性又は環境
に対するシーリングを提供する。特にフレキシブル基板を含み、好ましくは水バリア性基
板を含むものである。
【００３２】
　本発明の他の実施態様によると、光源はアノード、カソード及び有機層を含む１つの多
層ＯＬＥＤを含むだけでなく、いくつかのかかる多層ＯＬＥＤユニットのスタックを含む
ことができる。これら多層ユニットのそれぞれは異なる発光特性を有し、例えば発光ピー
クが赤、緑及び青色範囲の発光を持つ。さらに前記多層ユニットの少なくとも１つの有機
層は、上で説明した構造化層との相互作用を達成するように機能的にエレクトロルミネッ
センス領域と不活性領域に構造化される。好ましくは多層の全ての有機層は機能的にエレ
クトロルミネッセンス領域及び不活性領域に構造化され、対応する構造が同じであってお
互いに配列されるか、又は異なっておりかつお互いに配列されないものである。
【００３３】
　本発明の照明装置は好ましく多くの応用に使用され得る。これにはとりわけ街路照明灯
又は窓照明（例えば店やオフィス、広告用又は自立性バス停）が含まれる。さらにこれは
また、コーティング、例えばグリーンハウスのコーティング又はテーブルのコーティング
として使用され得る。
【００３４】
　從って、本発明の別の側面は家具の一部に関連し、具体的にはテーブルであって光源と
太陽電池を持つ照明装置を含む。從ってガーデンテーブルなどの室外用製品が提供される
。これらは暗い場合には点灯されるが、太陽電池が自立した電力供給源を提供する。テー
ブルの場合、照明装置は、好ましくはテーブルの使用表面から成るか（即ち物が置かれる
表面）少なくともその一部から成る。最も好ましくは家具の一部が上で説明した照明装置
を含み、即ち少なくとも部分的に透明な太陽電池に接続されている少なくとも部分的に透
明の光源を含む。
【００３５】
　本発明のこれらの又は他の側面は、以下記載される実施態様を参照して明らかとなるで
あろう。これらの実施態様は添付した図面を参考にして本発明を例示する方法で記載され
るものである。
【図面の簡単な説明】
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【００３６】
【図１】図１は、本発明による光源及び太陽電池を含む照明装置を通す断面を模式的に示
す。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　知られたオフグリッド太陽電池駆動の街灯製品の全ては、大型の太陽電池を最上部に有
し嵩張った好ましくない外観を呈する。従ってここで提案されることは、（部分的に）透
明な太陽電池及び（部分的に）透明な光源の組み合わせを１つの装置として組み合わせる
ことである。これにより前記光源及び太陽電池の効率が共に増加する新規なオフグリッド
街路照明灯が提供されることとなる。
【００３８】
　図１は、前記考えに基づいて設計された照明装置１０００を模式的に示す。前記照明装
置１０００は、
-光源１００を含み、前記光源はここでは前側部（図で層１１０の底部表面）及び後側部
（図で層１４０の最上部表面）を持つOLEDユニットにより実施され；
-太陽電池２００を含み、前記太陽電池は有機太陽電池として実施され；
-中間層３００を含み、これは鏡面層３１０及び接着層３２０を含み；
-エネルギー貯蔵装置４００（電池）を含み、ここに前記太陽電池及び光源が接続されて
いる。
【００３９】
　次に、後側に前記鏡面層３１０を持つ前記光源１００につき詳細に説明する。製造の際
には、これらの部品が通常最初に処理される。対応する座標系の正のｚ方向で見られるよ
うに、前記光源１００は次の連続した層を含む：
-透明基板１１０。これは例えばガラス又は防水バリアを持つ透明プラスチックから成る
透明基板である。前記基板は機械的安定性を与えかつ感受性光電子層を保護する。
-第１の透明電極層１２０。これは「アノード」と命名され、例えばインジウムスズ酸化
物（ＩＴＯ）、ドープ亜鉛酸化物又はＰＥＤＯＴ：ＰＳＳなどの有機層から成り、有効シ
ート抵抗値を下げるために微細金属格子構造と組み合わされ得る。
-有機層１３０。これは機能的に（及びこの実施態様では物理的にも）エレクトロルミネ
ッセンス領域１３１と不活性（即ちエレクトロルミネッセンスではない）領域１３２へ構
造化されており、前記領域はお互いにｘ方向に配置され、ｚ方向に前記有機層を完全に通
過している。前記エレクトロルミネッセンス層１３１では、この層内に電子及びホールが
異なる側から注入されて再結合する際に従来からOLEDで知られてる工程で光が生成される
。前記不活性領域１３２は通常前記エレクトロルミネッセンス領域131の変性材料から成
る。一般的に前記不活性領域はしかしながら、完全に異なる材料（有機又は無機）から成
ることもできる。
-第２の透明電極層１４０。これは「カソード」と命名され、例えば薄い銀（Ａｇ）の層
から成る。
【００４０】
　前記「鏡面層」３１０は前記光源１００の後側に設けられており、非透明領域３１１及
び透明領域３１２のパターンから成る。示される例では、前記鏡面層３１０の構造は前記
有機層１３０の構造と大局的及び局所的に完全に配列されており、前記配列は所与の配列
方向（この実施態様ではｚ方向）に関して定められている。非透明領域３１１は好ましく
は金属を含み、例えばAg、Al、Cu又はAuなどである。これらは透明材料内に埋め込まれて
おり、前記透明材料はOLEDユニットを水から保護し、また前記透明領域３１２、例えばTF
E（薄膜埋包体）を構成する。留意すべきは、ここで示された構成要素の他の配置も可能
であるということである。従って前記非透明領域３１１は、例えば前記透明材料３１２の
最上部に設けられることもできる。さらに、前記鏡面層は前記OLEDユニット１００内に集
積させることもできる（例えば前記有機層１３０及び前記カソード１４０の間）。
【００４１】
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　前記アノード１２０及びカソード１４０間に適切な電圧を付加すると、前記エレクトロ
ルミネッセンス領域１３１で光が生成される。光線ＬＥで示されるように、この光の一部
は直ぐに前記基板方向に向けられ、望まれるように前記光源をその前側部から出ていく。
【００４２】
　光線ＬＥ’で示されるように、生成された光の他の部分は前記光源１００の後側部に向
かって反対方向（正のｚ方向）へ発光され得る。前記鏡面層３１０の非透明領域３１１に
より、前記後側部を通る発光は阻止されることとなる。前記非透明領域３１１は通常その
底部側で反射性であるので、光線ＬＥ’は単純に吸収されず、むしろ反射され、従ってま
た、前記光源１００を光源の前側部を通って出ていくことができる。
【００４３】
　光線ＬＴで示されるように、環境光は前記鏡面層の透明領域３１２を自由に前記照明装
置１０００内を通過することができる。從って、照明装置１０００は（少なくとも部分的
に）透明に見え、同時に発光を活性化する主要な又は第１の方向を持つこととなる（負の
ｚ方向）。
【００４４】
　前記透明有機太陽電池２００は（上から下に）：
-透明化ソード２４０、例えば薄いAg；
-有機太陽光捕捉材料２３０；
-透明アノード２２０、例えばＩＴＯ；
-フレキシブル透明基板（例えばプラスチック）であってシーリング及び防水バリアとし
て作用するもの、を含む。
【００４５】
　接着剤３２０及び鏡面層３１０を通じて前記太陽電池２００が、前記片側透明ＯＬＥＤ
ユニット１００に結合されており、両方の部品がそのフレキシブルな性質を維持する。
【００４６】
　太陽電池２００の有機層２３０は、入射光線ＬＳ、通常太陽光を電気エネルギーに変換
し、そのエネルギーは貯蔵装置４００に送られる。前記太陽電池を通り抜けた光線ＬＳ’
は前記鏡面層３１０の非透明ドット３１１により反射されその後前記有機層２３０により
変換され得る。非透明ドット３１１はそれゆえに、前記光源１００の光学アウトカップリ
ングと同じく前記太陽電池２００の効率を大きく増加させる。
【００４７】
　前記有機エレクトロルミネッセンス層１３０の不活性材料１３２がアイソレーターへ変
更されるとすると、前記効率はさらに高められる。というのはこれらの領域を通じる漏れ
電流が防止され從ってより大きな電流が発光のために利用可能となるからである。
【００４８】
　留意すべきは、前記太陽電池は光をより多く捕捉するためにOLEDユニットよりも大きい
寸法を持ち得る、ということである。この場合には、前記非透明ドット３１１は多くの透
明太陽電池を含むようになお非重なり領域に適用され得る。太陽電池がＯＬＥＤユニット
よりも小さい場合も同様である。
【００４９】
　前記記載の種類のOLEDユニット１００を製造するための方法は次のステップを含む（列
挙される順に実施されるか、又は全ての他の順で実施される）：
-２つの電極層即ち「アノード」及び「カソード」の間に（完全な）エレクトロルミネッ
センス有機層を調製するステップ。このステップは通常のOLEDのよく知られた製造方法に
対応する。留意すべきは、前記製造方法はさらなる層、例えば透明基板の使用を含む。
-前記有機層を、少なくとも１つの領域で局所的に前記にエレクトロルミネッセンスを除
去して、エレクトロルミネッセンス領域及び不活性領域を生成するために構造化するステ
ップ。有機層のエレクトロルミネッセンスを除去する適切な方法、例えば赤外線照射など
は当業者に知られた方法である。
【００５０】
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　留意すべきは、かかる処理された領域はエレクトロルミネッセンスに関しては不活性で
はあるが、しかしなお透明を維持する、ということである。
【００５１】
　その後構造化鏡面層が前記カソードに（直接または間接的に）、前記鏡面層の少なくと
も１つの非透明領域が前記構造化された有機層のエレクトロルミネッセンス領域に配列さ
れるように（最終的には、即ち最終的なＯＬＥＤユニットで）、かつ前記鏡面層の少なく
とも１つの透明領域が前記有機層の不活性領域に（最終的に）配列されるように堆積され
ることができる。
【００５２】
　前記有機層のエレクトロルミネッセンスを極所的に除去する好ましい方法は、前記領域
を特定波長及び強度、例えば１０MW／ｃｍ２よりも大きい強度で照射することである。從
って前記有機材料は、エレクトロルミネッセンスを導く一連のプロセスを阻害するように
影響、例えば分解され得る。
【００５３】
　前記製造方法の１つの好ましい実施態様によれば、前記鏡面層が、前記エレクトロルミ
ネッセンスが局所的に除去される前に前記カソードに堆積される。この場合において、前
記鏡面層の構造は、前記有機層の構造を生成するための１種のマスクとして使用され得る
。前記有機層は例えば、前記鏡面層の非透明領域の影の領域が照射から保護され、從って
そのエレクトロルミネッセンスを維持するように前記鏡面層を通じて照射され得る。この
方法の利点は単純化された（全領域）照射スキャニングであり、かつ自動的/正確な配列
である。
【００５４】
　図１の例に関して上で説明された本発明は、例えば街灯照明、窓照明などのオフグリッ
ドの太陽電池駆動照明灯の新世代を提供するものである。前記透明な性質により、これら
の照明灯は、サイズがこれまでの照明灯のサイズよりもやや大きい場合であってもより邪
魔をしない外見を呈する。またフレキシブルな性質により、照明灯の形状についての設計
上の自由度もまた大きくなる。
【００５５】
　最後に指摘されるべきは、本発明において、用語「含む」は他の要素又はステップを除
外するものではなく、用語「ひとつの」は複数の場合を除外するものではないということ
である。さらに、単一のプロセッサ又は他のユニットがいくつかの手段の機能を完全に満
たすことができるということである。本発明は、それぞれ及び全ての新規な特徴的構成及
びそれぞれ及び全ての特徴的構成の組み合わせに依るものである。さらに特許請求の範囲
での参照符号、番号はその範囲を限定するように解釈されるべきではない。
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